
地域振興会議 第４回南ブロック合同会議 

日 時 平成 30 年８月２２日（水） 

                     時 間 午後２時～午後４時２５分 

場 所 西郷地区公民館 大ホール 

 

【用瀬地域】 

〔出席委員〕 

西川功美会長、平井育子副会長、山本愼介委員、谷本由美子委員、西村正雄委員    

西村隆義委員、広田弥一郎委員、岸本美鈴委員、福山裕正委員 以上９名 

〔事務局〕 

沖田支所長、西尾副支所長、堀場地域振興課課長補佐 

 

【佐治地域】 

〔出席委員〕 

小谷繁喜会長、杉本淑子副会長、福安 修委員、岡村裕司委員、小林穂奈美委員    

西尾寛茂委員、竹内むつ子委員 以上７名 

〔事務局〕 

西尾支所長、徳永副支所長、青木地域振興課課長補佐 

 

【河原地域】 

〔出席委員〕 

竹田賢一会長、小谷加代子副会長、山縣恒明委員、楮原典子委員、倉信 敬委員    

中村佳紀委員、坂本悦子委員、河毛 寛委員、西尾 純委員、奥谷仁美委員      

荻原元春委員、坂本綾子委員 以上１２名 

〔事務局〕 

遠藤支所長、九鬼副支所長、平尾地域振興課課長補佐 

 

〔出席議員〕 

山田延孝市議会議員、西村紳一郎市議会議員 

 

〔鳥取県東部広域管理組合〕 

高田課長、前田課長補佐、東田調整官 

 

〔企業立地・支援課〕 

大野次長、西田課長補佐 

 

 



〔危機管理課〕 

横尾課長、石原係長、益田主事 

 

〔いなば西郷むらづくり協議会、一般社団法人西郷工芸の郷あまんじゃく〕 

前田会長、北村代表理事 

 

〔傍聴者〕 

５名 

 

会議次第 

1 開  会 

2 あいさつ 

3 協議・報告事項 

（1） 新可燃物処理施設の整備状況について【資料 1】 

（2） 山手・布袋工業団地の整備状況等について【資料 2】 

（3） 防災行政無線デジタル化整備事業について【資料 3】 

（4） 西郷地区のむらづくりについて 

（5） 意見交換 

（6） その他 

 ４ その他 

 ５ 閉 会 

 

議事概要 

（１）新可燃物処理施設の整備状況について 

（東部広域管理組合 資料１により説明） 

（委 員）調整池には焼却施設からの排水は入らないようになっているか。 

（事務局）調整池には敷地内や周りの山の雨水が入ります。工場から出る排水は、集落排水

に流しますので調整池には入りません。 

（委 員）新しい処理施設ではプラスチックを燃やすのか。 

（事務局）プラスチックは、これまでと同じ方法で分別した上で、別系統で処理しますので

この施設では燃やしません。プラスチックがなくても十分燃やすことができる

システムとなっています。 

（委 員）災害ゴミの受入れはどれぐらい可能か。 

（事務局）東部１市４町が対象になりますが、１日の処理量２４０トンの約１割の災害ゴミ

が入っても処理が可能な設計になっています。 

（委 員）大規模な災害に対応できるように万全の対策をするとのことだが、今後、未曾有

の災害が起きる可能性がある。最悪の場合を想定したシミュレーションはでき

ているのか。様々な場合を想定した提案を行政からもしていただきたい。 



（事務局）今後実施設計に入りますので、地元とも協議しながら進めていきたいと思います。 

 

（２）山手・布袋工業団地の整備状況等について 

（企業立地・支援課 資料２により説明） 

（委 員）マルサンアイは、従業員を増やす予定はないように聞いているがどうか。 

（事務局）工場には２ライン入るようになっていますが、現在は１ラインが稼働しています。

今後、これまでのものと同規模のラインを増設する予定になっております。 

      

（３）防災行政無線デジタル化整備事業について 

（危機管理課 資料３により説明） 

（委 員）これまでの時刻を知らせるチャイムはなくなるのか。 

（事務局）定時のチャイムについては、有事の際に流れるのか確認のための試験放送でもあ

りますのでこれまでどおり流れます。 

（委 員）大変な被害があった岡山、広島では、豪雨のときには外部スピーカーだけだと、

まったく聞こえないため意味をなさないと聞いている。今回の事例を受けて、鳥

取市はこれまでどおりの施策でいいのか。如何に犠牲者をださないということ

に着目して、市民を守るために行政はどうしたらいいかもう少し踏み込んで考

えてほしい。 

（事務局）西日本豪雨での事例を受け、本市でも戸別受信機を代替する緊急情報伝達手段の

検討を進めているところです。方針内容が決まりましたら、できるだけ早くみな

さまに提示させていただきたいと思います。 

（委 員）地域防災の関係者に戸別受信機を置くとのことだが、どのようなものか。 全家

庭への配布については、これから検討していくとしてよいか。 

（事務局）今回、自主防災会長などへ希望により配布される戸別受信機はデジタル式です。

戸別受信機については、市の人口規模、面積を考えると選定が難しい状況ですが、

人命にかかわることですので、他市の状況も確認しながら慎重に検討している

ところです。 

（委 員）いろいろな方法があるかもしれないが、個人的にはデジタル式の戸別受信機にし

てほしい。また、企業についても設置を検討してほしい。 

（事務局）貴重なご意見ありがとうございます。いろいろな観点で検討させていただきたい

と思います。 

（委 員）佐治地域は、佐治川ダムの放流時にサイレンが鳴り、アナウンスが流れるが、市

の防災無線のタイミングは関係なく自動アナウンスで流れるため、市の防災無

線と重複する可能性がある。放送するタイミングなどシステムの技術的な連携

を研究してほしい。 

（事務局）どのようにシステムと連携ができるか国県等管轄の機関と協議したいと思いま

す。 

 



（委 員）災害時の情報が外部スピーカーだけだと大雨や暴風のときに聞こえないが、それ

に以外にもテレビやあんしんトリピーメール、ぴょんぴょんネットでも情報を

流しているので、わかるのではないかということはおかしい。特に避難勧告など

の情報は、一人一人に如何に情報を伝達するかを考えないといけない。 

（事務局）防災行政無線の避難情報の放送が聞こえないという状況は承知しています。それ

を如何に解消すべきか考えたとき、テレビやぴょんぴょんネットを見ておられ

る方もあると思いますので、情報の伝達手段を増やすことは有効と考えます。新

市域は、もともと戸別受信機を使用されている地域であり、ご理解いただくのは

難しい面もあると思いますが、いろいろな方法を検討しておりますので、今後も

ご協力やご意見等をいただき、一緒に考えていけたらと思っております。 

（委 員）各地域、集落単位で説明会を開催していただきたい。 

 

 

 

（４）西郷地区のむらづくりについて 

（前田会長、北村代表理事説明） 

 

 ４ その他 

   平成３１年度の第５回南ブロック合同会議は用瀬地域で開催する。 

 

 ５ 閉会  

 


